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昨年は、コロナ禍によりチラシによる営

業ができないという状況になり、かなり落

ち込んでしまった北陸地区の防虫事業で

したが、今年は、上半期が終わった時点

で前年の３倍以上に回復し、一昨年も大

きく上回る状況で推移しています。髙木

副部長の指導のもと、２名と少数ではあり

ますが、北陸の社員の頑張りによるところ

が大きいと思います。 

 

 

10 月２日（土）本社会議室で、内定式

が行われました。来年４月の内定者は、

大学卒８名（男性６名女性２名）、高校卒

２名（男性２名）です。このうち、内定式に

は、大学卒８名が出席しました。 

 

 

 

 

ニュースでも報道されたので、御存知

の方も多いと思いますが、９月 12日（日）

午後、名古屋の伏見にある名古屋インタ

ーシティで、ブラインド清掃を行っていたビ

ルワーク社員６名が、ダニ清掃を行う駆

除業者に殺虫ガスを噴霧され、ひどい中

毒症状を起こし、救急車で搬送されまし

た。元請け会社さん立ち合いのもと通常

の室内作業を行っていたところ、いきなり

殺虫剤を噴霧され、立ち合いをしていた

元請け企業の社員１名様とともに搬送さ

れ、救急車７台がビルに横付けされ、ビル

は一時騒然となりました。数日間は、症状

がありましたが、現在は回復し、現場作業

に戻ることができています。通常の室内

作業中の出来事であり、被害にあった社

員はとんだ災難であり、事件をおこした当

事者（企業）とは、被害の賠償に関し交渉

中です。ネットや、テレビニュースでは、一

部事実と異なる報道がされていました。 

 

 

ニュース報道も多くされていますが、資

材の納品が、コロナ禍、半導体不足、ウッ

ドショック等でかなり影響がでており、当社

においても大きな問題です。半導体を使

用してコンピューター制御している給湯器、

エコキュート、蓄電池，パワーコンディショ

ナー、エアコンなどの納期が、かなり長く

なっています。コロナの感染爆発により、

東南アジアで、工場の操業が止まってお

り、部品を東南アジアで製造している衛生

陶器類の納品も滞っています。当社で使

用している自動車の納期も同様の理由で

納期未定になっています。ウッドショックも

継続しており、納期とともに、価格も高騰

しています。昔から、資源のない日本は、

石油や鉄鉱石などの資源を海外に頼っ

ていたため、資源の高騰などの影響はあ

ったのですが、現在、日本の製造業のほ

ぼすべてが、グローバル化やコスト競争の

中で、海外移転をしたり、部品が海外から

供給されたりで、製造がとても脆弱になっ

てしまっています。「安定供給」という言葉

とは程遠いのが実情です。半導体、鉄と

いった素材産業の多くが、海外企業に価

格・品質といった商品力で負けており、海

外企業の供給に依存している状況も背景

にあります。家電製品も気が付けば、海

外メーカー品がとても増えました。日本の

製造業の没落をとても感じます。そして、

多くの商品でメンテナンスを頼もうとすると、

商品を送り大変長期間を要したり、メンテ

ナンス対応が数年で打ち切られたり、そも

そもできない商品も増えました。不便な世

の中になったものだと思いますし、SDGｓと

熱心に言っているのに、根本的なところで

逆行しているように思えます。当社は、製

造メーカーではないので、物を作る事は

出来ず、資材を仕入れて工事を行うこと

が仕事です。当社は、信頼や信用を大切

にしているので、基本的にメンテ対応に信

頼がおける企業としか、つきあってはいま

せん。それでも、資材納期に時間がかか

り、お客様に待っていただく場合が多いで

す。もちろん、施工の職人が足りずに、施

工時期を調整することもありますが、資材

待ちの状況は大変多いです。メーカーさ

んや商社さんとは、協力関係を築き、お

客様の利便性を高めていきたいものです

が、不便になってきており、当社がお客様

に提供するサービスが結果として下がっ

てしまっている感じがします。ただ、それは、

デフレ、ネット社会、価格競争、グローバ

ル化という流れの中で、とにかく安いもの

を求める私たち日本人の購買行動・考え

方がこうした状況を作り出しているとも言

えます。ウッドショックも、そもそもは日本に

は木材が沢山あるにもかかわらず、安い

からという理由で海外からの輸入木材が

主流となっていることが要因であり、結果、

日本の林業は廃れて、放置されている森

林が増えてしまっています。日常生活の

中で、食料や衣類を買うという私たちの購

買活動でも、どこで作られて、環境に対し

てどうなのかということを考えずに、（情報

もとりにくいのですが）、購入しています。

皆さんも、食料や衣類を安いからという理

由だけで、買っていないでしょうか。安い

からと、海外でどのような状況で製造され

た商品なのかを知らずに買い、使い捨て

のような購買になっていないでしょうか。

私たちは、仕事として、お客様のニーズに

応える商品・建設物を提供していくわけで

すが、何でもお客様の言いなりでいいのか

ということも言えます。アメリカやヨーロッパ

では、製品の製造過程、環境への負荷と

いったことが重要視されており、服も「責

任をもって着る」というキャッチフレーズで

売っているメーカーもあり、高い評価を受

けています。衣服に対して長期保証や永

久保証をつけている企業もあります。確か

にそうした商品は、ファストファッションに

比べてビックリするほど高額です。ファスト

ファッションが安すぎるのかもしれません。

これから、もう右肩上がりではなく、限られ

たこの地球の中で、暮らしていくしかない

我々は、どのようにあるべきか、我々自身

も日常生活の中での購買に対する考え

方を見直していかないとならないし、業務

を通して提供する商品についても、広い

視野で考えていきたいものです。「責任あ

る消費」という考え方が、世界的に広がり

つつありますが、日本人は、もともと「もっ

たいない」精神があり、経済的に得になる

ように、無駄な消費や贅沢はせず安いも

のを買おうとするのですが、より広い知見

をもち、地球環境への負荷に対して「もっ

たいない」精神を発揮する消費が増えて

いけば、ものづくり産業にも影響がでてくる

のかもしれません。 

 

 

10月になって、緊急事態宣言がやっと

解除になりましたが、もうしばらく気をつけ

ていきましょう。リバウンドを招かないよう

気をつけていかないといけません。第５波

の感染爆発による経済的損失は、まだま

だこれからも続きそうですが、とにかく大き

く、現在、新規感染者は減少傾向で、もう

少し時間はかかっても、このまま収まって

くれるのが、最も望ましいことと思います。

また、感染が再拡大するようなことだけは

避けたいものです。企業活動においては、

リモートや在宅勤務ということでなくリアル

に移動したり、人に会ったり、飲食を伴に

したりということ、人の活動が活発になるこ

とが、望ましいことと思います。また、そう

した中で人の雇用を増やし、人が活躍で

きる場が増えていくことが、さらなる経済

の活性化に繋がると思います。ワクチン接

種も進んでおり、あと１，２カ月も経てば、

かなりの人が接種ずみになりますので、そ 

北陸の住宅メンテ業績伸びる 
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2021年の秋は、久々に秋らしい秋 

したが、挽回の方向に動き出せると思い

ます。また、感染者、濃厚接触者が出た

時は、会社に抗原検査キットを用意して

いますので、速やかに検査を行い、感染

拡大を招かないようにしていきましょう。 

 

 

協力業者さんと締結している工事請負

基本契約の一部見直しを行いました。今

後は新しい契約書を使用して下さい。 

 

れまでなんとか持ちこたえれば、いよいよ

終息に向かってくれるような気もします。

10 月になればイベントや個別訪問などの

販促活動は、感染防止対策を取りなが

ら、実施できると思います。感染が懸念さ

れる場所への訪問、飲食などは、もうしば

らく控えてもらい、そうしながらも、経済活

動としては、かなり通常ベースで出来るよ

うになると思いますので、８月、９月は、天

候不順も加わり、かなり厳しい受注状態で 

ちょっと一言 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

お疲れさまです。東京中央営業所の井上です。今日は「ほ

うれんそうのおひたし」をご紹介しようと思います。 

まずは新鮮なほうれん草を用意して…なんてことではありま

せん。ほうれんそうとは「報連相」のことであり、常に心がけて

行わなければなりません。では「おひたし」とは何か。「報連相」

が伝える側の心得だとすると、「おひたし」はそれを受ける側の

心構えになります。それぞれ、怒らない・否定しない・助ける・

指示をすることを意味します。何か報告があった時には、感情

に任せて怒らず、話を聞き、おかしいと思うようなことがあって

も、頭ごなしに否定するのではなく、相手の意見や主張を受け

入れてから自分の考えを伝え、また、相手が困っているような

ら助ける、適切で丁寧な指示を出すよう心掛けることです。勿

論、怒ることが必要な時や、すぐに助けずに考えさせることを

重視する場合もあります。しかし、報告を受ける側が「おひた

し」を心がけてくれていると、「報連相」をする側、特に慣れて

いない１,２年目の社員は、話し出すハードルが下がるのでは

ないかなと思います。新入社員の方々も入社から半年経ち、

一人で現場に出ることや、任せられる仕事も増えてきます。こ

まめに「報連相」ができる環境を作ることで、問題が発生した

際、大事になる前に適切な対処ができたり、心配ごとに対する

的確な助言をもらえることで事前の準備を整えられ、できたと

いう達成感が本人の自信に繋がっていくのではないでしょう

か。 

さて、今晩の１品が決まったところで、スーパーに寄って帰

らなくてはっ！皆さんも鉄分をしっかり摂って、ご自愛ください。 

施工事例紹介 

●施 工 場 所 愛知県岡崎市 

●工 事 名 ハクビシン捕獲工事 

小屋裏清掃・殺菌消毒工事 

●建物の構造 在来工法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■担 当  法人事業部 三河営業所  戸田 和広  

現場は築 30 年の建物で、小屋裏をガサガサと何かが走る

様な音がすると調査依頼を頂きました。小屋裏を調査すると、

ハクビシンの糞を多数発見し、侵入していることを確認しまし

た。バナナを餌として、庭に捕獲用箱罠を約２ヶ月設置しまし

たが、捕獲には至りませんでした。契約期間で捕獲出来なか

ったことを施主様へご報告し、今後の打ち合わせをさせて頂い

た結果、延長しての捕獲ではなく、小屋裏の清掃及び殺菌消

毒を行うことになりました。ハクビシンの糞以外にネズミの死骸

を発見し、施主様にご報告した後、合わせてネズミの処分も行

い、殺菌消毒薬剤をミスト式で噴霧し完了致しました。今回、

捕獲には至りませんでしたが、気配がなくなったことや衛生的

に綺麗になったことで、施主様には大変喜んで頂きました。 

東京事業部 東京中央営業所 

井上 はずき 

「ほうれんそうのおひたし」 

入社社員紹介 

★西川 富芳 営業開発室 室長 64歳 
趣味：芝居観賞、映画鑑賞  

  「石油・化学品関連施設管理/営業、並びにステンレ
ス製品製造業（管材/建築金物）の開発企画等を経
験して来ました。」 
 

↑ハクビシン捕獲用箱罠

罠 

殺菌消毒剤を機械でミスト状に噴霧↑ 

★Happy News★ 

資格取得おめでとうございます 

★総務部 大渕係長 

福祉住環境コーディネーター２級 

お誕生おめでとうございます 

★法人事業部 静岡営業所 佐橋所長代理 

女児誕生 

 

協力業者基本契約の変更 


